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キャベツバーティシリウム萎凋病はバーティシリウムという
病原菌によって引き起こされる土壌病害です。この病害にか
かったキャベツは、葉が黄化したり、しおれたりします。

これは、土壌中に存在する病原菌がキャベツの中に侵入する
ために起こります。病原菌が侵入したキャベツの茎は褐色～黒
色に変色します。

この病害に感染すると、生育が不良になる他、収穫部の切り
口が黒色に変色するため、出荷ができなくなります。

このように、キャベツバーティシリウム萎凋病はキャベツ栽
培において、大きな問題となっています。

キャベツバーティシリウム萎凋病

病害発生圃場

罹病したキャベツ

病原菌によって維管束が褐変したキャベツ
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●ヘソディムではまず、圃場の診断が重要です。圃場でバー
ティシリウム萎凋病による黄化・萎凋した株があるかどうか、
地上部の病徴を確認して下さい。

圃場の診断～地上部の病徴～
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圃場の診断～結球部～

●収穫時にキャベツ結球部の切り口に褐変がみられたら、それ
が発病株です。
●このような褐変が収穫時の結球部の切り口に見られた場合は、
潜在的にかなりの発病株があることが考えられます。

軽度の褐変重度の褐変

●下の写真はピシウム腐敗病による褐変です。バーティシリウ
ム萎凋病よりも褐変が濃く、また外側にあるので区別してくだ
さい。

※写真のような褐変が結球部に入った場合、そのキャベツは商品価値がな
くなり出荷できなくなります。

●その他、黒腐病でも結球部に褐変が入ることがあります。

37
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●ヘソディムでは診断結果に従って、圃場の状態（発病しやす
さ）を評価します。
●このマニュアルでは圃場の状態を「キャベツにどのくらい実
質的な被害が出たか」によってレベル分けしています。
●前のページで診断した圃場や収穫時の結球部の状態がどのレ
ベルに当たるかを、下の表で確認してください。

発病の評価～評価方法～

●あなたの圃場の発病しやすさはどのレベルでしたか？

圃場の状態（発病しやすさ）の評価

圃場の外観
収穫時の結球部
切り口の褐変

レベル

異常なし 褐変なし レベル1

黄化・萎凋した株が
ある

褐変した株あり
（5%未満）

レベル2

黄化・萎凋した株が
ある

褐変した株あり
（5%以上）

レベル3

※圃場の外観と結球部の状態が異なる場合は高いレベルを採用してください。
※5%の被害が出ると、10aあたり約27,000円の減収になります。この場合、
土壌くん蒸剤で防除した方が経済的に増収になるため、5％をレベル2とレベル
3の境界と設定しています。
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●圃場の発病レベルを確認して、次年度の対策が必要かどうか
判断してください。

発病の評価～診断票～

レベル
エンバク
野生種

作型の
変更

抵抗性
品種

殺線虫剤※ 土壌
くん蒸剤※

レベル1 ○ 現在の
品種

レベル2 ○ ○ 中～強 ○

レベル3 ○ ○ 強 ○

レベルごとの発病の程度と対策の必要性

レベル 発病の程度 次年度の対策

レベル1 なし～軽度 現在の栽培を継続
発病調査を継続

レベル2 中程度 対策が必要

レベル3 重度 対策が不可欠

レベル別の対策技術

●上の表で対策の必要性が判断出来たら、次に下の表を参考に
して、どの防除技術を導入した方がよいのかを決定してくださ
い。

※可能であれば、実施することをお勧めします。殺線虫剤およ
び土壌くん蒸剤の使用方法・登録状況は最新の「群馬県農薬情
報システム」で確認して下さい。
URL: http://nouyakusys.pref.gunma.jp/noyaku/user/top/gunma
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対策技術～共通技術～

●ここで紹介する対策技術は発病レベルにかかわらず、導入す
ることをお勧めします。

エンバク野生種の後作

作型の変更

●バーティシリウム萎凋病の発病適温は20～25℃です。
●作付する時期を前後にずらすことで、発病のリスクを低減
することができます。

●エンバク野生種（ニューオーツ、ヘイオーツなど）を作付
することで、バーティシリウム萎凋病の発病を助長するキタ
ネグサレセンチュウが減少することが知られています。

●8月までに播種して、11月までにすき込みます。
そうすることで、発病を減らすことができます。

ロータリーソワーでの播種

生育中のエンバク野生種

発病圃場からの土壌の移動防止

●バーティシリウム萎凋病の病原菌はトラクターや車両に付
着した土壌によって圃場間を移動すると考えられています。
●発病圃場に入ったトラクターや車両に付着した土壌を移動
させないようにすることで、発病圃場の拡大を防げます。

対策技術～共通技術～
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対策技術～抵抗性品種～

●バーティシリウム萎凋病に対しては、多くの抵抗性品種があ
ります。圃場の発病程度にあった品種を選択することで、実用
的な防除が可能です。
●下の抵抗性一覧表を、品種を変更する際の参考としてくださ
い。

キャベツ品種の抵抗性一覧表(2015年版)

※抵抗性指数は、平成18年～26年にJA嬬恋村と群馬県農業技術セン
ター高冷地野菜研究センターが群馬県嬬恋村の現地圃場で共同実施した、
キャベツバーティシリウム萎凋病抵抗性の検定試験によって得られた品種
間のリスク比から算出されています。
※数値が高い方が高い抵抗性を有しています。

抵抗性の程度 品種 抵抗性指数※

強
YR藍宝 2.44 

青琳 1.86 

涼音 1.83 

中

恋風 1.37 

光彩 1.19 

輝吉 1.15 

愛輝 1.10 

葵 1.01 

弱
初恋 0.66 

岳陽 0.53 

YR新風 0.44 

対

象

診
断
手
順

調
査
方
法

評
価
方
法

診
断
票

対
策
技
術

留
意
点

そ
の
他

6

―　38　―



留意点

●対策技術を導入した後、圃場の発病しやすさのレベルがど

のように変化したのかを検討してみてください。対象となる

圃場での防除技術の効果の程度が把握でき、次年度以降の対

策技術が選定しやすくなります。

●本マニュアルで使用した主なデータは群馬県農業技術セン

ターおよび高冷地野菜研究センター、JA嬬恋村が現地圃場で

共同実施した様々な試験によって得られています。

●６ 対策技術～抵抗性品種～におけるキャベツ品種間の

バーティシリウム萎凋病の発病一覧は、上述した9年間分の

圃場データをメタアナリシスによって解析しました。また、

6 対策技術～共通技術～におけるエンバク野生種の発病低

減効果も同様の手法によって解析しました。

●本マニュアルは圃場での発病データの蓄積に伴い、更新す

ることを予定しています。
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その他

有効性の検証

●2014年～2015年にかけて、群馬県農業技術センター高冷

地野菜研究センターにて、本マニュアルの有効性を検証しまし

た。

本マニュアルの支援による対策を取った場合の被害

●本マニュアルの支援による対策技術を導

入した場合、本病害による被害を5%未満に

抑えられる確率が94%でした。

2014年の結果から支援された
防除方法

マニュアルの支援に対して
2015年
5％以上の被害

2015年
5％未満の被害

推奨する方法で栽培した場合 4事例/6% 60事例/94%

推奨する方法で栽培しなかった場合 6事例/17% 30事例/83%
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